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知的障害者を看取る施設職員の意識
1．はじめに
高齢化が進み、介護と看取りまでが求められ
る知的障害者と関わり始めたばかりの施設職員
は、何を思い、何を悩むのだろうか。
厚生労働省（2011）によれば、知的障害者の
23.4％が施設に入所している。入所している知的
障害者のうち、65歳以上の割合は1998年に3.8％
であったのが、2010 年には 12.5％に増大してい
る。また、多くの知的障害者が在宅しており、そ
のうち、65 歳以上の割合は 1995 年の 2％であっ
たのが、2007 年に 3.7％になっているとされる。
施設入所より在宅者の65歳以上の割合が低いの
は、どちらも加齢に従い健康面での問題が発生
していると推測されるが、在宅での健康管理や
介護の難しさを表していると考えられ、入所施
設が健康管理や介護に取り組んでいることをも
表している。
ところが、高齢知的障害者が入所している施
設は、老人介護施設と違い、日々の介護、やが
ては看取りまでを行うための制度的なバック
アップがない。厳しい状況の中で、生活支援員
である施設職員が介護と看取りを行っており、
入所期間の長期化と家族の高齢化も伴い、それ
らの必要性は高まっている（上平ら、2003）（張
ら、2011）。
高齢化による介護と看取りを行う前から、障
害者施設職員の仕事が対人職種特有の厳しさを
抱えているとの指摘がなされてきた。まず、長
谷部ら（2006、2009）は、知的障害者施設職員
のバーンアウトについて、職場ストレッサー要
因との関連で研究を行っている。ストレッサー
要因は、組織の運営管理、利用者との関係、職
員間の関係、多忙さ、家族への対応、制度シス
テムの 6つに分類され、その中でも組織の運営
管理と職員間の関係が影響の強い要因とされ
る。それと同時に、上司によるスーパービジョ
ンがストレッサーを軽減させる効果があるとし
ており、スーパービジョンとは短時間であって
も、仕事に対する助言や励ましなどを意味して
いる。つまり、知的障害者施設の職員は日々の
仕事で蓄積した疲れによってバーンアウトする
傾向があり、上司からの助言や励ましなどがス
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トレッサーを軽減させていくと言える。
さらに、日々の仕事で疲れを蓄積させている
知的障害者施設職員が、何を一番仕事のやりが
いと感じているか、アンケート調査を行った三
原ら（2009）によれば、利用者との関わりが一
番のやりがいであるとされる。仕事の厳しさも
給料への不満があっても、利用者と関わること
で仕事を続けていきたいと思えるのだという。
長谷部らの研究と合わせて、知的障害者施設
職員が、先輩職員と利用者との関係によって、仕
事上のストレスも満足も大きく影響を受けてい
ると言えるだろう。
しかし、これらは介護と看取りが始まる以前
の話といえよう。筆者ら（2011、2012）が行っ
た調査では、介護と看取りを行っている施設職
員が医療専門職でないにも関わらず、必要に応
じて何らかの医療行為を行っていることが明ら
かであった。これまでの仕事に医療行為が上乗
せされたことになる。医療行為について立松ら
（2012）は重症心身障害児（者）施設職員の医療
行為に対する意識を明らかにしている。重症心
身障害を対象としているため、施設開設時から
医療行為のニーズが非常に高く、看護職の配置
が充実していると考えられるが、医療行為実施
への賛成 19.0％、どちらともいえない 68.1％、反
対 12.9％とあった。看護職でない職員が医療行
為を行っており、不安を抱えながら実施してい
る人が多いと推測される。知的障害者施設は看
護職の配置がいまだ不十分である一方で、介護
と看取りのニーズだけが高まっている。職員は
医療行為への不安を強く感じているのではない
だろうか。
知的障害者対象ではないが、医療行為を行う
可能性があり、介護を専門としている老人介護
施設の職員と養成校の教員を対象にした赤沢ら
（2011）の研究の中でも、医療行為は介護職が行
うべきではないとの意識が明らかであった。ま
た、介護職を対象にした佐藤（2001）の研究で
は、経験年数が浅いほど、介護の仕事に不安や
ストレスを感じやすいとされる。
生活支援員として位置づけられている知的障
害者施設の職員が、介護と看取りに伴い介護職
のような仕事をし、医療行為をしている現状が
ある。医療行為は、さらなるストレスの原因と
なっているのではないだろうか。そして、経験
年数の浅い職員であるほど、不安が大きくスト
レスを抱えていることが推測される。筆者ら
（2012）が行った経験年数 20 年の職員の語りを
分析した研究では、年数を経て職務内容を超え
た関係性が職員と利用者の間に形成されている
ことが明らかであった。そのため、制度的バッ
クアップのない高齢知的障害者の介護と看取り
を行っていることが分かった。利用者のために
なるなら、その家族が求める事であるなら、応
えていきたいと考えており、そのためにプライ
ベートな時間が使われ拘束されることを受け止
めようとしていた。そして、経験年数の浅い職
員の理解を得ることが課題であると語ってお
り、施設職員の不安やストレスは、職員・利用
者との関係、経験年数、医療行為による違いが
あると考えられた。
そのような不安やストレスに関する調査研究
は、主にアンケート調査の方法が用いられてい
る。アンケートによって全体的な傾向が見える
だろうが、一人ひとりが何をどのように感じ、葛
藤しているかを明らかにはできていない。一人
の語りを深く分析していくことで、経験年数の
浅い職員の思いを明らかにし、課題を探る必要
性がある。
以上から、本研究の目的は、経験年数の浅い
職員にとって先輩職員との関係、利用者との関
係、医療行為への不安、仕事上のやりがいにつ
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いて、語りから読み取り、今後の課題を探るこ
ととする。
2．研究対象および方法
（1）インタビュー対象
インタビュー対象者は、筆者（2011）が知的
障害者の死別体験と関わる施設職員の意識を調
査した施設に在職して 1年目の職員Aさんであ
る。就職時に配属された所属先には、数年前か
ら完全介護を必要とする利用者が 2名おり、そ
のうち、1名を看取る経験をした時点でインタ
ビューを実施した。
（2）インタビュー方法
質問方法については、やまだ（2006）を参考
に限定的にならないように行った。就職したこ
ろから時系列で進め、語りの流れに沿うよう、①
就職の経緯、②実践における葛藤、③利用者へ
の思い、④施設で行われている介護と看取りに
ついて質問を挟み、半構造化インタビューを実
施した（やまだ、2006）。
アンケート調査と異なり、仕事への不安や葛
藤を語ることは簡単なことではなく、インタ
ビューを行う上での注意が必要であるため、研
究の目的を説明し了承を得た。なお、話しにく
い内容は拒否することが出来ることを説明し、
静かでリラックスした環境の中で答えられるよ
う配慮した。
（3）分析手続き
対象者の許可を得て、ICレコーダーにインタ
ビュー内容を録音した。対象者およびインタビ
ュー内容に登場する個人の人権と守秘義務に
関して十分に配慮し、人名は個人が特定されな
いようアルファベットを使用し仮名表記した。
個人が特定される可能性のある内容は、語りに
影響しない範囲で改変し記載した。本文の中に
示す語りは、やまだ他（2007）のテクスト作成
法を参考に、加工した。
インタビューの時系列に沿って、まとまりの
ある語りを区切り、それぞれに通し番号をつけ
た。内容分析に際しては、関連する語りをまと
め、研究目的の項目に合わせて考察を行った。
3．結果と考察
在職1年目のA さんが介護と看取りを伴う実
践の現実をどのように感じ、葛藤しながらも意
味づけしようとしているかを分析した。加工し
た語りを①利用者との関わりと現状、②介護と
看取りに伴う問題、③仕事に対する思い、に分
けて整理した。なお、語りの本文中にある（　）
は筆者が行った質問または補足説明などを記し
ている。
（1）利用者との関わりと現状
Aさんが知的障害者施設に就職した理由は何
か、求めている仕事上のやりがいは何だろうか。
就職前に描いていた仕事の理想とは異なる、就
職後に体験する現状の厳しさが語られている。
就職前の実習時に、利用者や職員が生活を共
にし、常に関わりあっていることに魅力を感じ
就職を決めていることが分かる。「みんなで一緒
にご飯食べたり…利用者さんが、わあって、来
てくれてとか…（語り 1）」と語っていることか
ら、利用者と関わることに仕事の理想を思い描
いていたことが分かる。
ところが、1年目のAさんにとっての毎日は、
決まった仕事を覚え、ノルマを果たすことで精
いっぱいの時間だけが流れていた。日々の追わ
れている状態について、「こなすだけになってい
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るのが、すごい嫌やなって…（語り 2）」「他の関
わりもしたいなって（語り 2）「もっとはっちゃ
けたいなとか思ったりします。（語り 3）」と語
り、閉塞感を抱いていることが分かる。利用者
と関わる余裕がないため、自分が求めていた施
設職員としての理想と現実のギャップに悩んで
いる様子が伺える。
そして、理想と現実のギャップは、職場の環
境によって、さらに閉塞感と葛藤を強めていた。
就職時に思い描いた事とは異なる厳しい心理状
況に置かれていることを語り 4、5から読み取る
ことができる。「拘束時間が長い…（語り 4）」と
語っているように、仕事が勤務時間外までに及
んでいることが分かる。また、Aさんが勤めて
いる施設は職員宿舎を施設の敷地内に設置して
いる。そのため、「休みの日でも、まあ、いろん
な利用者さんの声が聞こえたりとか。で、何か、
休んだ気せえへんなみたいなんを感じたり…
（語り 4）」「夢に出てきたりとか（語り 5）」と
語っており、就職直後はプライベート時間への
切り替えが上手くいかなかったことが語られて
いる。続けて、「最初よりかは、だいぶ違うんで
すけど。慣れてないだけなんだろうと思うんで
すけど。慣れたら、たぶん、ずっと住んではる
人もいるので。（語り 4）」と語っており、時間の
経過とともに改善し、今後も慣れていくだろう
との見通しを示している。ここで、ずっと住ん
でいる人（先輩）の例をあげているのは、先輩
職員が長年勤めており、敷地内で生活している
ため、自分も早く慣れなければならないという
焦りを伺わせる。
また、先輩職員について、「職員さんも優しい
し。しゃべりやすいなと思って（語り 1）」と、
就職を決めた理由の一つであることを語ってい
る。職員と利用者のどちらかではなく、人と関
わる仕事であるため、施設での就職を決めてお
り、一緒に働く職員との和やかな関係形成を期
待しており、先輩の姿を仕事上のモデルとして
捉えていることが伺える。
ここで、Aさんが利用者と関われない理由と
語り 1：利用者との関わりが仕事を選んだ理由
雰囲気いいなと思って。何か、みんなで一緒にご飯食べたりとか。毎食やってたりとかしたのもあるし。まあ、そのとき、利用者
さんが、わあって、来てくれてとか、そういうのがあって。職員さんも優しいし。しゃべりやすいなと思って入って。まあ、実習し
てたころと、いまとはやっぱり違うなみたいな。やっぱり見えなかったしんどい部分とかもいっぱいあるし。何か、頭のどっかでは、
しようがないとは思ってるんですけど。
語り 5：施設で働く現実の厳しさ　Ⅱ
寝てはいるんですけど。何か、夢に出てきたりとか。いろんな。夢の中で、仕事してたりとかして。呼び起こされてるところがあ
るのかなとは思いますね。
語り 4：施設で働く現実の厳しさ　Ⅰ
まあ、言ったら、拘束時間が長いとか。（施設内の）宿舎に住んでて。休みの日でも、まあ、いろんな利用者さんの声が聞こえたり
とか。で、何か、休んだ気せえへんなみたいなんを感じたりとかは。すっごい最初しんどくって。部屋のカーテンも開けれへんわと
思って。そうですね。まあ、最初よりかは、だいぶ違うんですけど。慣れてないだけなんだろうと思うんですけど。慣れたら、たぶ
ん、ずっと住んではる人もいるので。うん。大丈夫なんやろうなって思うんですけど。
語り 3：利用者ともっと関わっていきたいけど…　Ⅱ
もっとはっちゃけたいなとか思ったりします。（利用者さんとの関わりで？）そうですね。そうですね。やはり。
語り 2：利用者ともっと関わっていきたいけど…　Ⅰ
（仕事は）これをやらなきゃいけないっていうのが。決まってるんで、まあ、それをこなすだけになっていってるのが、すごい嫌や
なって自分で思いながら。何か、利用者さんに。この自分の仕事の内容だけじゃなくて。他の関わりもしたいなって、ちょっと思っ
てはいるんですけど、それをする時間がないとか。それをするだけの知識とか経験がないっていうのもあるんですけど。それがしん
どいです。（今は）こなすので精いっぱいです。今だに。
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して「それをするだけの知識とか経験がないっ
ていうのも…（語り 2）」と語っていることに注
目したい。施設の厳しい現状だけを原因として
いるのではなく、新人である自分自身の知識と
経験のなさを原因として挙げている。先輩職員
の姿に及ばない現実について、自分が 1年目で
あるため、仕事を覚えるだけで良いとは考えて
いないのである。忙しく余裕のない日々を送り
ながら、仕事への自信を高めていくところか、見
通しを持てず不安を抱いた心理状況に置かれて
いることが分かる。
（2）介護と看取りに伴う問題―医療行為
Aさんが就職する前から、利用者の 2名が完
全介護を受ける状況にあった。仕事内容に医療
行為が含まれていることを経験した語りから戸
惑いと不安が読み取れる。医療行為の具体例を
挙げながら、「吸引とか。医療行為を、あの、職
員さんもやってる。看護師さん以外の人もやっ
てるっていうのが、すごい最初、違和感を感じ
て（語り 6）」「生活支援員として入ってるし。別
に看護師の資格を持っているわけでもないし。
（語り 7）」と語っている。医療行為は看護職のみ
がするものだと理解しており、生活支援員の仕
事内容に入るとは全く想定していなかったので
ある。1年目であるため、先輩職員の行為を見守
ることしか出来ないが、近い将来、必要があれ
ば自分も行うことになるだろうと容易に想像で
きる。必要な医療行為のために、家族の了承を
得て、研修を受けて行うとしても、利用者との
関係をこれから作っていくAさんにとって戸惑
いと不安だけが増大していくことは当然であ
る。
その一方で、「看護師さんもいはる…だから、
そこは任せてもいいかなと…。でも、常時、い
はるわけじゃないんで。…やっぱりその場に
なってみないと分かりませんかね。（語り 7）」と
現状を語っている。医療行為の全てを看護職に
任せたいが、看護職の配置数が少なく常時いな
い知的障害者施設であるため、必要に迫られた
ら実施せざるを得ないのではと考えようとして
いることが分かる。
（3）介護と看取りに伴う問題―葬儀
介護に伴う医療行為だけでなく、看取ったあ
とに行った葬儀についても語られている。入所
期間の長期化により、家族が施設内での葬儀を
希望したケースについて、「…びっくりしまし
た。…ほんまに全てここでやるんやなあと思っ
て。でも、…家族が、いろいろ事情があって出
来ないとか。そういうのを聞いたら、…まあ、手
段の一つでここでやってはるんかっていうの
は。（語り 8）」と驚きを隠せない。
施設が積極的に葬儀を行っているではなく、
語り 7：医療行為に対する意識
（医療行為をするかについて）いや、どうでしょう。勇気が出ないでしょうね。やっぱり、自分。うん。そこまでして責任を取るっ
ていうことに対しても。いや、でも生活支援員として入ってるし。別に看護師の資格を持っているわけでもないし。そこは、もう、
看護師さんもいはるじゃないですか。だから、そこは任せてもいいかなと思うんですけど。でも、常時、いはるわけじゃないんで。
どうなんでしょう。やっぱりその場になってみないと分かりませんかね。（医療行為を除く介護について）それは、は、大丈夫です。
まあ、看護師さんとかがいてくれるっていう。前提があれば。
語り 6：医療行為に対する違和感と普通
あ、やるんやって思って。その、看取るっていうことは。あ、ここは、看取りもするんやって、何か。わりと、すっと入ってきた
んですけど。その、何やろ。あの、吸引とか。医療行為を、あの、職員さんもやってる。看護師さん以外の人もやってるっていうの
が、すごい最初、違和感を感じて。もちろん、私はできないんですけど。でも、家族に了承得てて。講習も受けてるしって聞いて、
ああ、そうなんやとは思ったんですけど。でも、何かおかしいなあって思いながらやってて。でも、その、まあ、家で看取るとかい
うのも、普通に、今あるから。その、ここが家の人らやったら。ここで看取るのもありなんかなっていうふうに思ったんですけど。
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家族の意向や状況に沿う形をとっていることは
理解できるが、「一番は、やっぱり家族がやらは
るのが一番やと思うんですけど。（語り 9）」と話
していることから、葬儀は家族の仕事であり、利
用者のためにも家族が主体で行うべきだという
意識が強く働いていることが分かる。
一方で、語り 10 の「短い間やったけど、ずっ
と。毎日、お世話さしてもらって。で、私なり
に見送りたいなっていうのもあったんで。」に見
られるように、数か月の短期間であっても介護
し関わったことで、亡くなった利用者との最後
の別れはきちんとしたいと考えており、そのた
めに勤務外の時間が使われることは構わないと
語っている。しかし、施設内で葬儀を行うとな
れば、準備などの時間が必要であり、多くの職
員が勤務時間外で参加することになると推測さ
れる。制度的に看取りと葬儀を行う場所となっ
ていない入所施設が家族の思いに応えるために
は、職員の勤務時間外の仕事を強いることにな
るのであろう。
（4）仕事に対する思い―利用者との関係
葬儀は家族が行うべきだと思っているAさん
が、介護を通してではない利用者の姿と接しな
がら抱く思いが語り 11 に表れている。「ほんま
に仕事に対してとかも、利用者さん、すごい一
生懸命やってはるところ、すごいいいなって思
うんですよ。…仕事から帰ってきはったときに。
『ただいまあ』って、…それに対して職員が、『お
かえりい』とか…。まあ、（施設が）家っていう
のが大っきいんやなあと思って。」の語りから
は、血縁のある家族でないにも関わらず、利用
者と職員の関係が家族に似た姿に感じられてい
ることが分かる。長年、暮らしている施設が家
であり、その家を構成しているのが仕事を頑
張っている利用者と生活を支援する職員である
と感じている。
（5）仕事に対する思い―先輩職員との関係
介護と看取りに伴い医療行為が行われ、葬儀
までが行われている現状について、先輩職員の
言葉を聞きながら、行為の意味を理解しようと
している姿が語られている。「すごいなあって
思って。…職員会議でその話とか、…（寝たき
りの）Fさんが。…楽になるから。…潔く、…F
さんのためにって言ってはったんで。あ、そっ
語り 11：利用者にとって施設の意味は何か
何か、ほんまに仕事に対してとかも、利用者さん、すごい一生懸命やってはるところ、すごいいいなって思うんですよ。何か、年
齢、感じさせないというか。仕事から帰ってきはったときに。「ただいまあ」って、棟に帰ってきて。それに対して職員が、「おかえ
りい」とか言うのも何か。まあ、家っていうのが大っきいんやなあと思って。
語り 10：関わることで形成される利用者への思い
（準備のために私的時間が使われる）あ、そうですね。うん、それはそれ、何か、うん。やっぱり、職員やからっていうのもあった
し。何か、Fさん。短い間やったけど、ずっと。毎日、お世話さしてもらって。で、私なりに見送りたいなっていうのもあったんで。
そこは、特に大丈夫だったんですけど。
語り 9：葬式を施設内で行う意味　Ⅱ
一番は、やっぱり家族がやらはるのが一番やと思うんですけど。どうなんでしょうね。うん。でも、何か、もう、流れでやっていっ
てしまいそうな感じはするんですけど。（先輩がやると言ったら？）思います。わりと、あります。いままで。うん。たぶん、1年間、
それで来たような気がするんですけど。
語り 8：葬式を施設内で行う意味　Ⅰ
（施設内でお葬式を行っていることについて）ああ。はい。あれは。びっくりしました。全てここで。ほんまに全てここでやるんや
なあと思って。でも、何か、その、やる。やってくれる家族が、いろいろ事情があって出来ないとか。そういうのを聞いたら、ああ、
ここで。そっかって思う。まあ、手段の一つでここでやってはるんかっていうのは。（選択肢の中の一つ）そうですね。
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かあって思いながら。（語り 12）」と語り、利用
者が楽になることを第一に考えている先輩の言
葉を受け、納得しようとしている。
しかし、先輩の思いを知り納得しようとして
も、納得しきることができず、周りの流れに流
されていると感じている思いも伺える。自分自
身について「環境に対応していく方やとは思う
んですけど。悪く言ったら、流されていくんで
すけど。（語り 13）」と話し、納得しないまま、
周りに流されていった経験に触れている。先輩
の思いを理解し、自ら受け止めるまでには至っ
ていないことが分かる。また、先輩職員に対し
て、自分の意見を言い、納得できるまでの時間
とプロセスを経ることが出来ずにいると推測さ
れる。
4．総合考察
（1）仕事のやりがい
知的障害者施設での就職を希望したA さん
は、人と関わる仕事をしたい、特に利用者と関
わり、その生活を支援していきたいと願ってい
る。Aさんの就職動機は、三原ら（2009）が報
告した、利用者との関わりを仕事のやりがいと
する施設職員の思いそのとおりである。身辺の
世話をする、介護をするばかりではなく、利用
者と職員が関わり合い、和やかにやりとりして
いく往復の関係を求めていることが分かる。就
職前の実習時に、利用者が話しかけてこられた
ことが嬉しく、一緒に時間を過ごしていきたい
と願っていたのである。Aさんのみならず、多
くの施設職員が利用者との関係の中で、何気な
いやり取りを繰り返し、気持ちが通じ合う瞬間、
利用者の良い変化を実感する瞬間など、年齢や
障害の有無に関係なく変化していく人として関
わっていきたいと願っているのだろう。
そして、仕事に忙しく追い立てられていると
感じるAさんは、余裕のなさを厳しい仕事の現
状だと考えていない。自分が仕事に慣れていな
いため、経験と知識がないため、利用者と関わ
る余裕ができないのだと考えている。宿舎が施
設の敷地内にあるために、プライベートな時間
への切り替えが上手くいかない悩みについて
も、慣れていないだけだと理由をあげている。余
裕のなさも、切り換えの難しさも、自分に原因
があると考えていることが分かる。
経験年数の浅い施設職員の中には、Aさんの
ように自分の未熟さを理由に、仕事上の閉塞感
をさらに強め、葛藤している人が多くいるので
はないだろうか。また、蓄積した疲れによって、
積極的に関わっていきたいと思っていた利用者
の声を聴くことがしんどく、夢にまで出てくる
体験は、就職動機と矛盾する自分の反応を責め
る理由となるだろう。そのような葛藤を生み出
す理由が、達成すべき仕事ばかりが先に立ち、な
ぜその仕事が必要なのか、なぜ取り組むことに
語り 13：周りに流され、新人であったために意見を言えなかった経験
結構、え、流、流れ、もう、合わせて、その流れに乗ってってやっちゃって。で、まあ、しんどくなったりもするんですけど。う
ん。でも、わりと、その流れに乗ってしまう方です。うん、あ、でも、ずっと、大学のときも。まあ、その、ボランティアとかでし
んどくなって。でも、それは全部、友達に言って。でも、その友達も同じような感じやったんで。お互い言い合って。慰め合いみた
いな感じの。ははは。それで、結構、バランス取ってたんですけど。（おかしいなとか思ったら。）うん。回生が上がれば言ってたん
ですけど。やっぱ 1回生とか 2回生のとき。勇気、全然出ない。環境に対応していく方やとは思うんですけど。悪く言ったら、流さ
れていくんですけど。
語り 12：先輩に対する思い
すごいなあって思って。何やろう。うん。何か、今日も、職員会議でその話とか、ちょっと、出たんですけど、やっぱり、何か、
それ、吸引とかすることで、あの。（寝たきりの）Fさんが。あの、そのお、楽になるから。それは、もう。潔く、やってたんやみた
いなことを言ってはって。Fさんのためにって言ってはったんで。あ、そっかあって思いながら。
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なったのか、誰のためなのか等、納得できる理
由を充分に与えられることなく、連日の仕事に
駆り立てられている現状だとは考えられないだ
ろうか。知的障害者施設職員の仕事は、支援内
容と方法を考え、実践していくが、何よりも対
象となる利用者との関係を築くことが基本にあ
る。しかし、経験年数の浅い職員の多くが利用
者との関係形成を後回しにせざるを得ない状況
に置かれているのではないだろうか。
施設現場が経験年数の浅い職員に対して、決
まった仕事だけを達成するよう求めていない
か、様々な仕事がどのような必要性と過程をも
ち、繰り返し見直されていく中で仕事内容が定
着しているかを理解するための時間は用意され
ているのか、問う必要がある。それと同時に、職
員が利用者と関わる時間を制限されてしまう労
働条件の厳しさを見直し、改善すべき方向はど
ちらかを確かめるべきである。
（2）医療行為への不安
生活支援員の仕事内容を具体的に捉えていた
Aさんにとって、医療行為は想定していなかっ
た内容であった。さらに、知的障害者施設は看
護職の配置が不十分であり、看護職による 24 時
間体制の看護は不可能である。そのような現状
にも関わらず、利用者の疾患や老化によって
様々な医療行為が求められる施設は増えていく
だろう。筆者ら（2012）の研究では、長年勤め
ている施設であり、関わり続けてきた利用者で
あるため、血縁とは異なるが、親しい関係性が
形成されることによって、積極的に介護と看取
りを行いたいと考える職員の思いが明らかで
あった。医療行為については、入院中の利用者
について、すぐに対応できない看護職への不満
を表し、まるで家族のような思いまでが語られ
ていた。
しかし、利用者との関係をこれから作ってい
こうとしている職員にとって、医療行為は想定
していなかった不安を与えるものである。経験
年数が浅ければ浅いほど、医療行為に対して責
任が持てず、生活支援員の仕事の範囲はどこま
でなのかを葛藤することになる。
施設職員が行う医療行為は限られた範囲のも
のであり、家族の了承と短期間の研修によって
可能になるが、知的障害者の高齢化が進む今後
を考えた時、生活支援員の仕事とは何かを再検
討する必要がある。何よりも、知的障害者施設
における看護専門職の24時間体制への整備が急
がれる。
（3）先輩職員への思い
どのような職種の仕事であれ、先輩職員は仕
事を覚えていくうえで欠かせない存在であろ
う。特に、対人職種は対象者との関係をどのよ
うに築いているのか、どのように関わっている
のか、先輩職員の姿や意見が新しい職員に大き
く影響を与えていよう。
Aさんの語りからも、先輩職員の姿と意見を
常に意識していることが分かった。実習時に感
じた優しく話しやすい職員の姿は、Aさんが目
指す職員の理想的な姿だったのではないだろう
か。就職してからは、宿舎が敷地内にあるため
にプライベートな時間への切り替えが上手くい
かない自分が未熟で慣れていないと考える理由
として、敷地内の生活を長年している先輩職員
の姿が語られた。そのような先輩がいる以上、自
分も慣れなければならないと、自分を責める理
由となっていると考えられる。
また、医療行為をすることになった経緯につ
いて、先輩職員が利用者のために潔く踏み切っ
たと話したことを受けて、自分を納得させよう
としているのが読み取れる。先輩職員にとって
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の医療行為は、利用者の命を守り、苦痛を和ら
げる意味があり、元気だった時の利用者を知っ
ているからこそ、一刻も早く苦痛を取り除ける
ようにしたいと考えるのだろう。経験の浅い職
員が先輩の思いに触れれば触れるほど、自分に
経験がないだけだと理由付けするより、利用者
への思いが足りないからと自分を責める理由に
なるのではないだろうか。ここで、問われるべ
きことは、職員の思いではなく、知的障害者施
設で行う医療行為の是非である。
施設職員のバーンアウトについて、仕事上の
ストレッサー要因から研究した長谷部ら（2009、
2006）は、職場内の人間関係や管理職への要望
などが、その要因として強く働いているとして
いる。職場内の人間関係とは先輩職員との関係
を意味しており、様々な関係上の問題などを推
測できる。Aさんの語りにみられるストレッ
サー要因は、目指したいと願っていた理想を見
失い、見通しの持てない状況に置かれている時、
先輩職員が追いかけるべき存在であると同時
に、自分の未熟さを思い知らせる存在にもなっ
ていることである。経験年数の浅い職員なら、抱
きやすい心理的状況であると考えられる。また、
管理職への要望は生活支援員でありながら医療
行為を行うことについて、納得できる説明と助
言を得たい思いの表れと読み取ることが出来
る。知的障害者施設において行われている医療
行為は、知的障害者制度と高齢者制度の狭間に
ある施設の厳しい現状を物語っている。
利用者の必要性に応じて、仕事の範囲を広げ
ていくことは、新しく施設職員になる人たちに
とって、行為の意味を理解できず不安な状況を
作り、意図せずともバーンアウトの状況に追い
込んでいるのかも知れない。そのような状況を
作らないために、先輩職員との助言や励ましを
得る日常の関係や機会が必要となるのである。
利用者への熱い思いを持ち、前を走る先輩職
員の背中を追いかけることは、頑張るための理
想像になることもあるだろうが、それと同時に、
ストレス要因となり得ることも考える必要があ
る。利用者との関係作り同様、職員間の関係形
成を視野に入れた職員配置と時間の配慮が望ま
れよう。
5．今後に向けて
（1）養成課程と新人研修の課題
知的障害者の高齢化はこれからも進む。介護
と看取りを必要に応じて行い、医療行為までが
求められていく現場も増えていくだろう。その
際、生活支援員として就職したからと必要性か
ら目を背けることは出来ない。老人介護施設に
入る知的障害者もいるだろうが、知的障害があ
る場合は障害に合わせた配慮が必要である。今
後は、知的障害者施設への就職を希望する学生
が、知的障害者の高齢化を視野に入れた教科内
容を養成課程において学習する必要がある。ま
た、就職した施設の現状に合うよう、高齢知的
障害者の状況に合わせた新人研修が制度的に設
けられるべきである。新人研修では、介護や看
取りに関する学習だけでなく、利用者の個人史
を学び、介護を受ける以前の姿を理解し関われ
るようにすることが望ましい。知的障害があり、
言葉をまったく話せなかったり、完全介護を受
けている利用者であれば、その人の元気だった
姿を知ることで、介護を受けるだけの人ではな
く、頑張って生きた大切な過去を持つ存在とし
て付き合えるよう、学習する時間を研修の一つ
として位置づける必要がある。
（2）職員間の意図的な交流
職員間の関係は新人職員の今後の仕事を左右
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する大きい要素である。どのように経験年数が
長い職員であっても、はじめから仕事を不安な
く行っていたわけではないはずである。先輩職
員の悩みや不安を聞くことで、経験年数の浅い
職員たちが近い将来への見通しを持ち仕事に取
り組めるように導かれるだろう。また、先輩職
員による仕事の助言や励ましが意識され、与え
られることによって、仕事上のストレスを減ら
すことに繋がると期待できる。組織的に職員間
の交流ができるシステム作りが求められる。
（3）看護職配置の充実
知的障害者の高齢化が進み、介護と看取りの
必要性が高まるのなら、健康管理をはじめ、医
療ケアのニーズは高まっていく一方である。知
的障害者施設における看護職の配置はあるが、
24 時間体制の配置はいまだに実現していない。
生活指導員による医療行為の是非を問うより、
高齢化に合わせた看護職の24時間配置を急ぐこ
とが望まれる。
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